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駐車台数・駐輪台数

その他の行政施設

内部 (0人)－

消防施設施設コード 財産区分施設名 317 用途地域施設用途別分類 市域施設愛国東４丁目36-23開設年月日

消防本部総務課

平成22年度決算 市の支出計⑤市の収入計①（②＋③）収入
施設所管課

平成23年度決算（区分・単位）日あたり給食数 （区分・単位）支出

借地面積土地所有者 構造（主たる建物）
給食数（区分・単位） 平成22年度決算平成23年度決算 法定点検（主たる建物）建物情報

階数（主たる建物）市有地面積 総延床面積

市の計画 指定管理期間

1,111.16 避難所の指定（屋内受入人数）主な利用者 消防職員
外観

328.05主な利用者の居住区域 全市

平成22年度決算未利用スペース 0.00建物所有者
0.00

耐震対応（主たる建物） 0.00－
1980年未対象建築年（主たる建物）借受面積

設置条例

消防本部総務課施設評価対象主管課収支①－⑤≪参考≫  うち　工事請負費・修繕費

複合施設の有無
操業日数 平成23年度決算

利用情報

施設運営形態
設置目的 【消防法第１条より抜粋】火災を予防し、警戒し及び鎮圧し、国民の生命、身体及び財産を火災から保護するとともに、火災又は地震等の災害による被害を軽減するほか、災害等による傷病者の搬送を適切に行い、もつて安寧秩序を保持し、社会公共の福祉の増進に資することを目的とする。
設置根拠法令 消防組織法第１０条第１項釧路市消防本部及び消防署設置条例

鉄筋コンクリート

施設基本情報シート 平成23年度

土地情報

昭和55年12月20日所在地(町名・番地） 中央消防署愛国支署 利用圏域別分類


